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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

登
記
簿
ム
目
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
一
元
化
に
つ
い
て

　
法
務
局
津
南
出
張
所
（
登
記
所
）

は
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
よ
り

登
記
簿
と
台
帳
（
土
地
家
屋
）
を
一

つ
に
す
る
作
業
を
実
施
し
て
参
り
ま

し
た
。
旧
土
地
台
帳
及
び
旧
家
屋
台

帳
が
な
く
な
っ
て
、
昭
和
四
十
六
年

一
月
一
日
か
ら
登
記
簿
一
本
建
と
な

り
ま
す
。
た
と
え
ば
土
地
を
分
筆
し

て
売
買
す
る
場
合
で
す
と
今
ま
で
は

ω
土
地
台
帳
の
分
筆
申
告
書

㈲
分
筆
登
記
の
申
請
書

⑥
売
買
登
記
の
申
請
書

　
の
よ
う
に
三
段
階
に
書
類
が
提
出

さ
れ
処
理
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

本
年
か
ら
は
台
帳
が
な
く
な
り
ま
す

の
で

ω
分
筆
登
記
の
申
請
書

㈲
売
買
登
記
の
申
請
書

　
の
よ
う
に
一
段
階
手
数
が
省
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
登
記
甲
請
書
の
作
成
提
出
は
勿
論

自
分
の
も
の
は
自
分
で
作
成
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
登
記
の
手

続
き
を
代
っ
デ
す
る
こ
と
を
営
業
と

す
る
司
法
書
士
（
不
動
産
の
権
利
に

関
す
る
登
記
た
と
え
ば
相
続
、
売
買

抵
当
権
設
定
の
登
記
等
）
と
土
地
家

屋
調
査
士
（
不
動
畦
の
表
示
に
関
す

る
登
記
た
と
え
ぱ
分
筆
、
地
目
変
更

建
築
滅
失
等
の
登
記
）
の
方
友
が
お

り
ま
す
。

　
次
に
不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
登

記
に
は
、
不
動
産
登
記
法
に
、
そ
の

期
間
の
定
め
て
あ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
ご
注
意
下
さ
い
。
た
と
え

ぱ
地
目
又
は
地
積
の
変
更
が
あ
っ
た

と
き
、
建
物
が
滅
失
、
新
築
し
た
と

き
又
は
所
在
、
種
類
、
構
造
床
面
積

の
変
更
等
が
あ
っ
た
と
き
は
一
ヵ
月

以
内
に
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
以
上
の
申
請
義
務
を
お
こ
た

っ
た
と
き
は
、
一
万
円
以
下
の
過
料

に
処
せ
ら
れ
る
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

　
以
上
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
登
記
に
つ
き
ま
し
て
疑
問
が
あ
り

ま
し
た
ら
役
所
の
窓
口
ま
で
お
出
掛

下
さ
る
か
、
電
話
で
お
た
す
ね
下
ざ

い
。

電
話
（
津
南
局
）
五
ー
二
三
〇
三
番

村
民
娯
楽
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
1
月
2
4
日
中
里
村
公
民
舘
で

　
来
る
一
月
二
十
四
日
（
日
）
中
里
二
、
場
所
　
囲
碁
、
将
棋
は
公
民
舘

村
恒
例
の
新
春
村
民
娯
楽
大
会
を
左
　
　
　
　
　
麻
雀
、
百
人
一
首
は
田

記
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
ど
な
た
　
　
　
　
　
沢
小
学
校
分
舘

も
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
下
さ
い
。
　
　
三
、
そ
の
他
　
各
種
目
別
に
一
位
よ

　
　
　
　
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
三
位
ま
で
賞
状
を
呈

一
、
日
時
　
一
月
二
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
上
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
よ
り

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
臼

　
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
十
五
日
付

を
も
っ
て
、
樋
口
与
三
郎
さ
ん
（
朴

木
沢
）
が
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護

委
員
の
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障

さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護

　
清
津
峡
の
入
口
の
角
問
部
落
の
鎮

守
さ
ま
の
境
内
に
は
、
世
に
も
奇
妙

な
ね
じ
れ
杉
の
大
木
が
た
っ
て
い

る
。
根
も
と
か
ら
、
こ
す
え
ま
で
の

全
体
が
ね
じ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
む
か
し
、
部
落
の
人
達
が
、
ま
だ

仏
さ
ま
の
あ
り
が
た
さ
を
知
ら
な
か

っ
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
人
の
坊
さ
ん
が
こ
の
部
落
を
と

お
り
か
か
っ
た
。
夏
の
暑
い
さ
か
り

だ
っ
た
の
で
、
へ
と
へ
と
に
つ
か
れ

た
上
に
の
ど
が
か
わ
い
て
仕
方
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
道
ば
た
の
家
に
は
い

っ
て
、
「
水
を
一
ぱ
い
い
た
だ
き
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
頼
ん
だ
が
、

そ
の
家
で
は
、
ハ
タ
を
織
り
な
が
ら

見
向
き
も
せ
す
、
　
「
水
な
ど
な
い

よ
」
と
、
相
手
に
も
し
な
い
。

　
隣
り
の
家
に
い
っ
た
が
同
様
で
あ

る
の
ど
こ
の
　
か
ら
も
　
わ
ら
れ
た

　
　
　
　
く
村
の

　
　
ね
じ
り
杉

坊
さ
ん
は
、
日
が
暮
れ
て
も
、
ご
飯

は
お
ろ
か
一
ぱ
い
の
水
さ
え
飲
む
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

「
わ
た
し
は
、
ご
飯
も
水
も
い
ら
な

い
が
、
あ
わ
れ
な
の
は
こ
め
村
の
人

達
だ
。
あ
の
よ
う
す
で
は
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
仏
の
あ
り
が
た
さ
を
知
ら

す
に
過
ご
す
だ
ろ
う
」

と
、
涙
を
こ
ぼ
し

「
せ
め
て
、
わ
た
し
が
来
た
こ
と
を

後
の
人
々
に
知
ら
せ
た
い
。
そ
う
す

伝
読
〉

　
　
　
（
角
間
）

れ
ば
、
い
つ
か
は
仏
の
教
え
に
帰
依

す
る
と
き
も
あ
ろ
う
」
と
、
い
い
な

が
ら
、
か
た
わ
ら
の
小
さ
な
杉
の
木

を
ね
じ
っ
て

「
こ
の
ま
ま
伸
び
よ
」

　
と
い
っ
て
ど
こ
か
へ
立
ち
云
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
小
さ
な
杉
の
木
が
だ
ん
だ
ん
大
き

く
な
っ
た
が
、
坊
さ
ん
の
い
い
つ
け

ど
お
り
、
ね
じ
れ
た
ま
ま
伸
び
て
い

く
の
で
、
村
人
も
は
じ
め
て
仏
さ
ま

の
大
き
な
力
を
知
り
、
仏
さ
ま
を
信

仰
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
い
つ
と
は
な
し
に
、

「
あ
れ
は
、
弘
法
さ
ま
の
ね
じ
り
杉

だ
」
と
、

　
村
人
か
ら
大
切
に
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
今
、
ね
じ
り
杉
の
根
も
と
に
は
、

何
本
も
の
小
杉
が
生
え
て
い
る
が
、

み
な
親
杉
と
同
じ
よ
う
に
ね
じ
れ
て

い
ま
す
。

与
三
郎
さ
ん

し
、
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を

図
る
た
め
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で

す
が
、
次
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は

無
料
か
つ
他
に
も
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
安
心
し
て
お
気

軽
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　
私
的
制
裁
、
人
身
売
買
、
村
八

分
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の
侵
犯
、

強
制
圧
迫
、
酷
使
虐
待
、
差
別
待

遇
、
生
活
権
の
侵
犯
、
そ
の
他
お
困

り
の
問
題
を
お
持
ち
の
方
。

　
　
中
里
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
枝

風
花
を
受
け
て
届
け
り
エ
ア
メ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

湯
豆
腐
の
湯
気
に
禍
福
の
な
き
タ
餉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凍
子

目
つ
む
れ
ぱ
去
年
が
翔
び
ゆ
く
曳
光

し
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

漬
物
に
四
十
路
の
味
を
三
力
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
知

足
袋
の
娘
や
畳
の
音
の
嬉
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

雪
お
こ
し
村
を
捨
る
日
の
挽
歌
の
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

元
朝
や
逢
う
人
の
み
な
ま
ぶ
し
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峰
月

妻
見
舞
う
吹
雪
千
夜
へ
猛
け
る
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

、

雪
ひ
と
ひ
ら
一
ひ
ら
づ
つ
の
去
年
今

年
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

女
の
起
点
背
に
馬
機
の
よ
う
な
生
涯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
柳

青
畳
、
教
師
上
座
に
カ
ル
タ
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

お
手
つ
き
で
頬
を
染
め
け
り
カ
ル
タ

と
り

　
　
短
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
風

現
代
子
晴
着
姿
で
よ
ち
ょ
ち
と
後
姿

に
パ
ン
テ
ィ
ラ
イ
ン
　
　
　
山
崎
了

年
始
に
見
え
し
友
と
語
り
会
う
話
の

端
に
君
も
一
人
か
春
の
盃

七
一
年
の
希
望
に
か
が
や
く
人
々
の

初
春
祝
う
年
賀
の
交
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
沙
緒

い
つ
の
日
か
思
い
し
こ
と
を
吾
子
の

身
に
の
し
か
け
る
ら
ん
我
れ
若
く
し

て
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人名窓郷
田部灘
代落

片
岡
奈
美
江
　
一
　
夫
　
　
山
　
崎

吉
楽
め
ぐ
み
和
一
　
宮
中

井
之
川
裕
明
　
隆
明
　
　
山
　
崎

鈴
木
優
子
　
照
蔵
　
　
重
　
地

柳
孝
吉
勇
吉
本
屋
敷

岡
村
　
啓
幸
　
多
加
志
　
　
山
　
崎

　
　
　
　
だ
　
　
　
　
　

離
み
脚
き
新
造
宮
中

｛　
新
郎
　
佐
藤
　
久
一
（
一
f
）
芋
　
沢

　
新
婦
　
伊
藤
　
　
睦
（
二
八
）
十
日
町

｛　
新
郎
　
金
沢
　
　
茂
（
三
）
十
日
町

　
新
婦
　
井
ノ
川
照
子
（
二
五
）
如
来
寺

｛　
新
郎
　
田
村
正
行
（
二
八
）
川
西
町

　
新
婦
小
巻
沢
ヒ
ロ
ミ
（
一
f
）
通
り
山

｛　
新
郎
　
藤
田
貞
治
郎
（
三
四
）
清
田
山

　
　
　
　
　
ロ
　
ヒ
サ
な
も
　
　

癖
確
類
議
紳

｛　
新
郎
　
小
林
　
広
敏
（
一
ご
土
　
倉

　
新
婦
　
石
黒
ハ
ツ
エ
（
ま
）
新
津
市

｛　
新
郎
　
藤
木
　
久
一
（
二
八
）
津
南
町

　
新
婦
　
山
田
　
幸
子
（
二
四
）
田
　
代

｛新
郎
　
服
部
　
　
ズ
ニ
ニ
）
十
日
町

　
新
婦
　
井
ロ
ケ
サ
ノ
（
二
三
）
上
　
山

｛　
新
郎
　
金
井
　
昭
次
（
二
八
）
埼
玉
県

　
新
婦
　
山
田
　
芳
子
（
二
む
角
　
間

◎
昇
天

樋
ロ
　
キ
ョ
　
（
八
○
）
　
通
り
山

南
雲
　
テ
ル
　
　
（
八
二
）
　
程
　
島

上
原
義
房
（
六
四
）
上
山

上
原
ケ
サ
　
（
八
三
）
　
上
山

樋
ロ
　
サ
ダ
　
（
八
五
）
　
　
桂

中
島
　
信
六
　
（
六
二
）
　
本
屋
敷

山
本
　
政
信
　
　
（
七
一
）
　
小
　
出

志
出
己
之
松
　
（
八
六
）
　
牧
　
畑

井
ノ
川
洋
一
郎
（
二
八
）
　
本
屋
敷

涌
井
元
次
郎
（
七
四
）
上
山

滝
沢
新
次
（
六
四
）
田
中
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1月　1日現在
7，738（一D人口

3，828（＋2）男

3，910（一3）女

730（＋　2）世帯数

ヵッコ内は前月との比較

年

頭
の

　
　
中
里
村
長

豪

と
』さカ、①第174号嶢墾羅籔錫鶉1な

　
新
年
お
目
出
と
う
御
座
い
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
村
政
の
現
状
と
所
見

の
一
端
を
披
歴
し
て
御
挨
拶
を
甲
し

上
げ
ま
す
。

　
村
民
各
位
の
輿
望
を
担
っ
て
村
長

に
就
任
以
来
満
一
力
年
を
経
過
し
ま

し
た
。
爾
来
議
会
並
び
に
関
係
諸
機

関
の
御
支
援
及
び
職
員
の
糟
励
格
勤

に
よ
り
業
務
も
円
滑
に
処
理
出
来
た

こ
と
は
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
生
憎
の
天
雪
に
て
除
、
雪
に
は
難
渋

し
ま
じ
た
が
、
国
道
の
交
通
確
保
を

な
し
と
げ
た
こ
と
は
関
係
職
員
共
々

そ
の
苦
労
が
思
い
出
の
種
で
御
座
い

ま
す
。
二
月
に
入
り
米
の
生
産
調
整

問
題
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
希
望
者

辛舌藤
田
五
郎

ロ
ッ
ト
事
業
も
、
米
の
生
産
調
整
の

煽
り
を
受
け
つ
つ
も
、
一
応
の
結
論

が
出
ま
し
た
こ
と
は
残
念
の
点
も
あ

り
ま
す
が
納
得
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

　
こ
の
為
過
剰
投
資
分
を
受
益
者
に

負
担
さ
せ
な
い
為
の
政
治
的
解
決
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
居
り
ま
す
。

農
業
構
造
改
善
事
業
の
複
雑
化
に
具

え
、
県
か
ら
上
村
課
長
の
出
向
を
求

め
て
こ
の
事
業
に
鋭
意
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
が
、
先
す
上
山
地
区
の

第
二
次
構
造
改
善
に
つ
き
、
多
く
の

難
関
を
経
乍
ら
も
、
大
蔵
省
か
ら
承

認
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
喜
び
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
又
特
記
す

べ
き
事
項
と
し
て
は
壮
蚕
飼
育
所
、

も
み
乾
燥
調
整
施
設
及
び
農
業
機
械

化
が
行
な
わ
れ
、
倉
俣
地
区
、
新
屋

敷
地
区
の
甫
場
整
備
も
計
画
通
り
完

了
し
ま
し
た
。

　
教
育
関
係
で
は
倉
俣
小
学
校
及
び

予
定
通
り
完
成
し
、
ぞ
の
便
利
さ
を

満
喫
し
て
居
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
も
、
と
り
あ
え
す

七
十
才
以
上
の
老
人
に
、
入
院
を
除

き
八
割
給
付
に
致
し
ま
し
た
が
、
こ

こ
二
、
三
年
中
に
国
の
保
険
制
度
改

正
に
よ
り
、
こ
れ
等
の
老
人
の
医
療

費
は
、
無
料
化
さ
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
国
道
百
十

七
号
線
の
整
備
拡
巾
工
事
も
着
工
の

運
び
と
な
り
「
ノ
ゲ
の
坂
」
迄
、
三

力
年
計
画
で
あ
っ
た
の
を
、
ニ
カ
年

で
舗
装
も
含
め
て
完
成
す
る
予
定
に

持
ち
込
み
、
本
年
秋
迄
に
は
坂
上
迄

美
し
い
国
道
が
お
目
見
え
し
ま
す
。

引
続
き
芋
沢
の
立
体
変
叉
地
点
の
工

事
も
突
貫
工
事
で
実
施
方
陳
情
中
で

あ
り
ま
す
。

　
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
高
田
、
松

之
山
、
六
日
町
線
の
中
で
、
通
り
山

高
道
山
間
の
雪
ど
け
に
、
川
に
な
る

所
は
県
当
局
、
地
元
選
出
代
議
士
、

及
び
出
先
機
関
か
ら
実
地
視
察
を
願

う
と
共
に
、
こ
れ
に
対
す
る
陳
情
が

実
り
、
三
力
年
分
の
工
事
を
一
力
年

る
所
存
で
あ
り
、
道
路
整
備
中
に
国

道
昇
格
の
実
現
を
期
待
し
て
居
り
ま

す
。

　
倉
俣
の
ヘ
ツ
リ
道
路
は
．
．
冬
期
間

自
動
車
不
通
と
な
る
為
、
長
年
の
悩

み
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
昨
年
三
月

十
二
日
県
知
事
に
陳
情
開
始
以
来
急

速
に
進
展
し
、
既
に
工
事
開
始
の
準

備
作
業
に
入
り
ま
し
た
の
で
、
二
、

三
年
中
に
見
違
え
る
よ
う
に
立
派
な

七
米
巾
の
ヘ
ツ
リ
道
路
が
脚
兀
成
し
、

冬
期
も
自
動
車
が
通
行
可
能
に
な
り

ま
す
。

　
村
道
は
、
小
原
、
桂
線
と
田
代
に

ま
た
林
道
は
、
角
間
に
夫
々
施
工
し

そ
の
一
方
、
随
所
に
村
道
舗
装
を
行

な
い
ま
し
た
。
宮
中
橋
も
四
十
九
年

迄
に
架
橋
す
る
県
の
方
針
が
朋
確
に

な
り
万
年
橋
の
永
久
橋
も
完
成
し
、

倉
俣
の
大
原
橋
も
竣
工
致
し
ま
し

た
。

　
私
の
主
義
と
信
念
は
、
道
路
、
橋

禦
、
交
通
の
整
備
こ
そ
文
化
の
第
一

条
件
で
あ
る
と
確
信
し
て
居
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
こ
の
問
題
に
は
全
力

投
球
で
遊
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
昨
年
六
月
小

出
温
泉
道
路
を
県
道
に
昇
格
運
動
開

始
以
来
僅
々
六
ヵ
月
目
の
十
二
月
十

八
日
、
早
く
も
県
道
清
津
公
園
線
と

改
名
さ
れ
て
県
会
を
通
過
し
ま
し

た
。

　
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
も
県
営
と
し

て
、
着
工
の
見
透
し
で
あ
り
、
や
が

て
雄
大
な
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
誕
生

す
る
日
が
待
望
さ
れ
ま
す
。

　
か
く
し
て
清
津
峡
地
域
が
一
大
観

光
地
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
日
の
近

き
こ
と
を
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
公
害
と
し
て
、
ゴ
ミ
処
置
問
題

が
あ
り
ま
す
が
昨
年
は
残
念
乍
ら
津

南
側
で
の
用
地
獲
得
が
遅
れ
た
為
に

御
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
本
年

は
本
格
的
に
進
捗
さ
せ
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
も
亦
多
く
の
事
業
が

山
積
し
て
い
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
検
討
し
て
、
各
位
の
御
期
待

に
そ
う
よ
う
努
力
す
る
覚
悟
で
御
座

い
ま
す
の
で
、
何
分
の
御
支
援
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
以
上
村
政
の
概
要
を
開
陳
し
て
皆

様
の
御
健
康
と
御
多
幸
を
お
祈
り
し

っ
つ
年
頭
の
辞
と
致
し
ま
す
。

年
頭
に
さ
い
し
て

　
　
　
　
　
村
議
会
議
長
高
橋
熊
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
村
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
新
規
事
業
が
多
く
土
倉
分
校
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
俣
小
学
校
の
新
築
、
貝
野
プ
ー
ル

既
に
継
続
又
は
決
定
し
た
事
業
も
多

く
、
村
民
各
位
の
協
力
の
も
と
に
、

い
づ
れ
も
出
来
得
る
限
り
、
早
期
に

目
的
達
成
に
努
力
を
必
要
と
す
る
年

と
考
え
ま
す
。

　
尚
国
の
農
政
の
貧
こ
ん
か
ら
生
じ

た
米
の
生
産
調
整
の
問
題
こ
そ
、
稲

作
農
家
を
主
体
と
し
た
わ
が
村
は
、
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（
一
面
よ
り
続
く
）

　
か
く
し
た
情
勢
に
あ
る
わ
が
中
里

村
も
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
高
田

松
之
山
、
六
日
町
線
等
の
工
事
が
完

工
開
通
し
た
あ
か
つ
ぎ
に
は
、
中
魚

沼
郡
市
に
お
い
て
も
、
す
ぺ
て
の
条

件
が
他
町
村
よ
り
有
利
と
な
る
こ
と

は
確
信
し
て
居
る
も
の
で
あ
り
、
将

来
観
光
農
村
と
し
て
発
展
し
て
行
く

姿
も
さ
し
て
遠
く
な
い
と
存
じ
ま

す
。

　
年
明
け
と
共
に
、
更
に
精
進
し
て

村
民
各
位
の
希
望
と
繁
栄
を
み
た
す

た
め
に
、
議
会
活
動
は
当
然
な
が
ら

日
常
に
於
て
も
一
層
努
力
を
傾
け
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
本
年
が
わ
が
中
里
村
に
於
て
も
村

民
各
位
に
と
っ
て
も
、
す
ぱ
ら
し
い

よ
き
年
で
あ
る
よ
う
重
ね
て
御
祈
り

申
し
上
げ
て
年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

年

頭
の

教
育
委
員
長

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
慌
し
か
っ
た
一
九
七
十
年
も
、
幾

辞関
根
隆
光

多
の
歴
史
を
刻
ん
で
過
ぎ
去
り
ま
し

た
。

　
新
年
を
迎
え
る
と
い
つ
も
の
こ
と

な
が
ら
、
清
新
な
気
持
に
な
れ
る
も

の
で
す
。
不
肖
私
も
教
育
委
員
長
の

重
責
を
負
っ
て
二
年
に
な
り
ま
す
。

年
頭
に
当
り
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
委
員
一
同
と
一
丸
と
な
っ
て
、

中
里
村
教
育
振
興
の
た
め
、
全
力
を

傾
注
し
な
け
れ
ぱ
と
、
新
た
に
肝
に

命
じ
て
お
り
ま
す
。
中
里
村
に
於
て

も
、
昨
年
は
倉
俣
小
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
校
舎
建
築
、
貝
野
小
中
学
校

プ
ー
ル
建
設
、
清
津
峡
小
学
校
土
倉

分
校
校
舎
改
築
、
高
道
山
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
等
々
、
教
育
施
設
設

備
も
村
当
局
並
び
に
関
係
者
の
ご
理

解
ご
協
力
に
ょ
っ
て
着
々
と
進
展
し

て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
村
民
の
皆
様

と
共
に
喜
び
た
い
も
の
と
存
じ
ま

す
。

　
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
改
善
充
実
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
育
施
設
設
備

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
緩
急
の
度

合
、
将
来
の
展
望
等
を
充
分
に
考
慮

し
て
、
着
実
に
進
展
し
て
参
り
た
い

も
の
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
四
月
以
来
二
年
間
に
渡
り
、

県
青
少
年
健
全
育
成
対
策
本
部
よ
り

指
定
を
受
け
て
、
青
少
年
健
全
育
成

総
合
対
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が

学
校
行
政
そ
の
他
関
係
者
の
ご
協
力

ご
尽
力
に
よ
り
そ
の
成
果
も
．
顕
わ
れ

て
来
て
お
り
ま
す
。

教
育
が
如
何
に
大
事
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
は
、
今
さ
ら
申
す
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
次
代
を
担
う
青
少
年

が
未
来
の
社
会
の
建
設
の
た
め
に
誇

り
を
持
ち
、
責
任
を
感
じ
大
き
な
夢

を
抱
い
て
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
る

そ
う
い
う
姿
を
願
わ
な
い
人
は
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
如
何
に

し
た
ら
そ
う
い
う
青
少
年
が
育
つ
か

を
今
こ
そ
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
の
青
少
年
白
書
に
も
「
七
十

年
代
の
日
は
か
っ
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
新
し
い
創
造
と
開
拓
の
時
代

を
迎
え
て
い
る
」
と
い
い
、
こ
の
よ

う
な
時
代
的
変
化
の
中
で
の
青
少
年

育
成
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
「
新
し

い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
の
適
切
な

指
導
援
助
の
必
要
性
」
が
と
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
な
る
ほ
ど
新
し

い
時
代
に
対
応
で
き
る
人
間
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
前

に
し
っ
か
り
し
た
人
格
の
形
成
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
東

北
大
学
の
黒
田
教
授
の
説
に
ょ
る
と

「
現
代
の
青
少
年
は
体
位
、
体
力
は

向
上
し
た
。
ま
た
知
識
（
学
間
）
も

多
く
身
に
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
人

間
の
人
格
と
し
て
最
も
大
事
な
理
性

（
自
己
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
）

に
欠
け
て
い
る
」
と
い
わ
れ
て
蒲
り

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
人
格
の
形
成
は

学
校
教
育
だ
け
で
は
、
充
分
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
家

庭
で
の
教
育
が
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
幼
児
期
は
、
人
格
形
成
上

最
も
大
事
な
時
期
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
現
代
ほ
ど
「
断

絶
」
と
か
「
対
話
」
と
か
言
う
言
葉

の
聞
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
家
庭
教
育
の

第
一
歩
は
正
し
い
親
子
の
ふ
れ
合
い

対
話
か
ら
か
と
考
え
ま
す
。
忙
が
し

さ
に
ば
か
り
追
わ
れ
な
い
で
、
こ
の

辺
で
じ
っ
く
り
と
考
え
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
今
年
も
村
民
の
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
希
念
し
、
あ

わ
せ
て
中
里
村
教
育
振
興
の
た
め
ご

指
導
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
辞
と

致
し
ま
す
。

■

漏
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年
頭
の
所
戚

　
　
　
　
　
餅
鐵
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田
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色
ゆ
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レ
ま
す
め
ぱ
ル
　

翻
「
一
九
七
。
琵
を
迎
え
る
年
鱗
、

て
多
難
、
曳
　
・
．
9
、
多
彩
な
希
望
を

も
一
、
て
迎
え
た
昭
和
四
十
五
年
は
、

文
字
通
り
多
事
多
端
に
明
け
暮
れ
、

然
も
数
多
く
の
問
題
を
宿
題
と
し
て

残
し
て
去
り
ま
し
た
。

　
国
際
問
題
、
国
内
問
題
、
就
中
私

共
の
身
近
な
問
題
で
あ
る
、
農
政
の

急
激
な
転
換
は
米
の
過
剰
対
策
と
し

て
、
生
産
調
整
、
生
産
基
盤
の
転
換

等
将
来
に
か
け
て
誠
に
深
刻
な
問
題

を
醸
し
、
何
は
と
も
あ
れ
解
か
な
け

　
　
　
　
中
敏
雄

端
を
の
べ
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　
申
す
ま
で
も
な
く
、
国
家
社
会
が

発
展
す
る
道
は
決
し
て
平
担
な
も
の

で
な
く
、
時
代
の
い
か
ん
を
問
わ
す

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
と
矛
盾
を
包
含
し

o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
、
，

国
は
、
敗
戦
の
廃
塘
の
中
か
ら
立
ち

上
が
り
、
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え

て
、
世
界
の
驚
異
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

の
繁
栄
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
日
の
繁
栄
に
安
住
し

国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
種
々
困
難

な
問
題
に
圓
面
し
て
い
る
現
実
に
目

を
お
お
い
、
社
会
運
帯
の
意
識
を
欠

き
、
放
恣
と
も
い
え
る
風
潮
に
堕
す

る
な
ら
ば
、
二
十
一
世
紀
へ
の
最
も

重
要
な
第
一
歩
を
踏
み
誤
る
お
そ
れ

　
　
　
　
　
　
俸
一
獅
，
曜
票
『

、
竪
　
　
、
　
・
－
　
“
k
．
、
島

　
　
　
　
　
　
　
　
㌦
．
羊
　
㎜
一
∵

め
に
は
、
国
民
の
一
人
一
人
が
そ
の

社
会
附
責
任
を
自
覚
し
、
能
力
開
発

に
努
め
、
才
能
を
十
分
に
発
揮
し
、

伝
統
あ
る
文
化
の
礎
の
上
に
新
た
な

文
化
を
築
き
、
今
後
め
ぐ
り
あ
う
で

あ
ろ
う
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
、
進

ん
で
平
和
な
国
家
社
会
の
建
設
の
た

め
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
わ
け
て
も
、
青
少
年
自

か
ら
が
わ
が
国
の
未
来
の
に
な
い
手

と
し
て
の
誇
り
と
責
任
を
自
覚
し
、

篤
、
・
雪
・
灘
興
■
型
働
蝋

，
∂
脚
　
周
　
　
　
　
。
誓
・
．
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
皇
レ

魏
蝶
里
ー
・
轟
，
，
，
－
濯
　
・
．
逡
－
、
－
甲

．
、
閣
　
。
、
』
甲
■
：
謡
、
磁
　
。
、
㍑
・
物
よ
ボ
』
、

意
気
込
で
教
育
の
充
実
改
善
に
努
め

て
お
り
ま
す
の
も
国
の
将
来
を
青
少

年
に
託
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
重
大
な
と
き
に
、
直

接
教
育
に
た
す
さ
わ
る
者
と
し
て
そ

の
責
務
の
重
き
に
思
い
を
い
た
し
、

自
か
ら
を
正
し
く
保
ち
、
皆
さ
ま
の

信
頼
を
そ
こ
な
う
こ
と
な
く
、
教
師

と
し
て
の
誇
り
と
情
熱
を
も
っ
て
任

務
に
精
励
い
た
さ
ね
ば
と
年
頭
に
あ

た
り
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

，
、
◎
ー

羅う

逢
劃
．
ー
露
｝

飯
、
．
昭
．
和
四
十
戊
砥
は
更
ぼ
激
動
砂
、

相
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
尚
昭
和
十
七
年
以
来
、
食
糧
、
需
給

』
紅
ま
諾
嬉
参
つ
、
あ
喝
事
と
は

患

誠
に
遺
憾
な
こ
ど
ど
言
わ
綴
｝
な
り

ま
せ
ん
。
急
激
な
変
化
に
．
艮
尻
で
き

が
た
い
形
体
の
中
に
、
長
い
間
、
営

新
年
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
農

　
　
　
　
　
　
　
　
協
組
ム
・
長

確
保
に
三
十
年
の
歴
史
を
持
ち
買
献

し
て
来
た
食
管
法
の
根
幹
に
ま
で
昨

年
論
議
が
注
が
れ
、
食
管
堅
持
の
運

動
も
、
独
り
農
業
団
体
の
独
善
行
為

上
原
■
一

ん
で
来
た
農
業
、
特
に
山
間
農
業
地

帯
と
し
て
の
悪
条
件
に
堪
え
忍
ん
で

来
た
農
業
の
実
態
は
、
政
治
の
変
転

と
は
そ
の
歩
度
を
共
に
で
き
な
い
事

服
ル
漸
特
騒
営
に
変
革
の
様
相
は
陣

．
業
と
し
て
、
現
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
世
相
を
呈
し
て
来
た
。

こ
の
よ
う
な
多
様
化
の
農
村
の
農
協

の
果
す
べ
き
役
割
は
極
め
て
広
範
に

し
て
深
み
を
も
ち
重
度
の
責
任
が
か

か
っ
て
来
た
こ
と
と
痛
感
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
生
産
基
盤
の
拡
張
に
連

な
る
地
域
産
業
の
導
入
、
生
産
調
整

転
作
等
に
代
る
所
得
確
保
の
方
向
探

究
検
討
、
農
業
の
構
造
改
善
資
金
の

積
極
的
援
助
、
家
内
工
業
施
設
の
中

長
期
資
金
援
助
、
そ
の
他
、
組
合
員

携
連
獣
窟
に
繕
礎
め

の
魔
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
今
後

特
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
推
進
す
る
方
針
で
す
。

　
長
期
展
望
に
立
っ
て
の
総
合
改
政

で
あ
る
べ
き
こ
と
は
論
す
る
迄
も
な

い
が
過
去
激
動
期
の
農
政
は
農
民
各

位
の
創
意
と
努
力
、
農
業
者
自
体
の

組
織
の
結
集
に
よ
っ
て
地
域
発
展
が

保
た
れ
、
築
か
れ
た
こ
と
と
確
信
し

農
協
と
皆
様
と
共
に
、
難
局
の
到
来

に
充
分
の
備
え
を
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

中
里
商
工
の
展
望

　
　
　
　
　
酌
蝕
勧
井
之
川
久
満
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
を
始
め
、
村
民
各
位
消
薯
の
藻

癒

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御

座
居
ま
す
。
本
年
も
宜
敷
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
の
所
感
と
し
て
商
工
業
の
在

り
方
、
今
後
の
方
針
を
述
ぺ
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
今
日
中
里
村
商
工
業
の

発
展
に
際
し
て
は
、
一
重
に
村
当
局

の
温
い
御
助
力
の
賜
と
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

　
商
工
業
も
、
商
工
会
が
昭
和
三
十

五
年
に
法
制
化
さ
れ
、
国
の
方
針
に

従
い
会
組
織
の
も
と
に
小
規
模
事
業

者
を
中
心
に
事
業
運
営
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
事
業
内
容
と
し
て
、
国
県

及
び
互
助
金
融
の
あ
っ
せ
ん
が
商
工

業
者
に
対
し
て
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ

る
事
業
で
す
。
続
い
て
経
理
、
税
務

労
働
、
経
営
等
、
経
営
指
導
員
を
置

き
、
各
分
野
に
亘
っ
て
指
導
体
制
を

行
な
っ
て
居
り
ま
す
。

　
現
在
中
里
村
商
工
業
者
は
二
百
五

十
一
名
（
（
製
造
、
卸
、
小
売
、
建
設

業
（
大
工
含
）
織
物
等
）
）
で
各
業
務

毎
に
活
や
く
し
て
居
り
ま
す
が
、
多

分
に
も
れ
す
当
中
里
村
も
過
疎
化
現

象
が
み
え
ば
じ
め
て
い
る
こ
と
は
御

存
知
の
如
く
、
労
働
不
足
に
悩
み
、

傭
人
確
保
に
対
策
し
て
居
り
ま
す
が

如
何
せ
ん
若
年
者
の
減
少
で
急
迫
し

て
い
ま
す
。

　
流
通
革
命
と
と
も
に
車
の
発
達
に

ょ
る
経
済
圏
の
拡
大
が
、
地
元
商
店

の
悩
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　
一
般
に
購
買
者
を
二
つ
に
分
け
る

と
最
寄
品
は
家
庭
の
主
婦
が
概
し
て

多
い
が
、
買
廻
品
は
若
手
層
が
多
く

遠
方
に
出
掛
け
て
商
品
を
求
め
る
。

　
今
後
織
物
工
業
を
は
じ
め
、
各
業

者
商
店
が
減
少
し
て
い
る
青
年
層
を

把
握
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
措
置
が

必
要
か
大
い
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
七
〇
伍
代
は
情
報
化
社
会
と
も
い

わ
れ
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
と
と
も
に
企

業
も
情
報
網
を
大
い
に
採
り
入
れ
て

タ
テ
ヨ
コ
の
連
関
を
巧
み
に
利
用
し

て
よ
り
良
き
商
品
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
中
里
村
商
工
業
も
時
代
に
沿
っ

た
経
営
方
法
で
進
ん
で
い
か
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
更
に
将
来
の
問
題
と
し
て
工
場
誘

致
の
促
進
に
よ
る
流
出
人
口
の
把
握

ひ
い
て
は
他
町
村
か
ら
流
入
し
て
く

る
よ
う
な
設
備
、
環
境
等
に
村
当
局

等
の
指
導
を
受
け
て
対
処
し
て
い
か

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
観
光
資
源
を
充
分
に
活
か
せ

る
よ
う
、
観
光
協
会
と
協
力
、
当
地

産
業
発
展
に
寄
与
し
た
い
。

　
苗
場
山
麓
の
開
発
に
よ
る
自
然
公

園
、
別
荘
地
、
ス
キ
ー
場
と
将
来
希

望
も
も
た
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
一
層
商
工
業
の
育
成
を
図
り

村
当
局
の
御
指
導
を
仰
ぎ
、
御
期
待

に
添
う
よ
う
努
力
し
て
村
産
業
発
展

の
一
貫
を
担
う
所
存
で
す
。
商
工
会

も
会
一
丸
と
な
っ
て
反
省
努
力
し
て

参
り
ま
す
。
各
位
の
御
協
力
を
頂
き

更
に
御
批
判
を
得
た
く
お
待
ち
し
て

居
り
ま
す
。

防年
犯中
連交

絡通
所事

の故

活半

動減
強運

中
里
村
交
通
対
策
協
議
会
・

動化
中
里
村
防
犯
組
合


